
2008年農林漁業金融統計掲載
事務所移転のお知らせ

農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

「神の手」の破壊するもの

４月初旬，中国共産党中央農村工作領導小組弁公室主任である陳錫文氏のわが国農村視

察に同行し，四国，愛媛を訪問した。実質的に中国農業・農村政策立案の最高責任者であ

る彼は，「知的エリート」といったタイプとも，「こわもての政治家」といったタイプとも

ほど遠い。むしろ，「農民」ともいえる風貌と手を持つ彼が，ときおり静かに語る言葉が

何故か強く心に響く。それが何故なのかを同行期間中ずっと考えていたが，帰京する間近

になってやっとその理由に気づいた。それは，中国農村政策立案の最高責任者という高い

立場にありながら(いやむしろあるからこそと言うべきか)，彼の農業・農村を見る視点が，

決して上から全体を見下ろすものではなく，常に農民の視線に立ち，それを堅持している

ということである。若き日の「下放」経験により，黒龍江省の貧しい農村での生活を余儀

なくされたことも，その視線に影響を与えているのかもしれない。

上からの視点で政策を発想した場合，「市場メカニズムの活用」ほどに魅力的で都合の

よいものはない。何も深刻に思い悩む必要はない。見えざる「神の手」が自動的に世界を

かき回し，それが静まった後には極めて効率的な世界が実現されているのである。高い視

点から見下ろしていれば，神の手がかき回す地上で何が行われているか，それが何を破壊

しているのかは良く見えない。しかし，いざ地上の視点に立ち，神の手が現実の農村・農

民に何をもたらすかを真剣に考えた時，そうした安易な政策をとることには慎重にならざ

るを得ない。

陳錫文氏は，市場メカニズムの活用による農村の「構造改革」が農民に何をもたらすか，

農村を追われた労働力が都市に流入した時に都市で何が生ずるかをしばしば熱く語った。

盛んにもてはやされる沿海州の発展など，広大な中国の農村から流出する労働力を吸収す

るには，遥かほど遠い。仮にいったん農村を追われた労働力が，都市部の不況により都市

からも排出され(まさに今日の状況のように)，彼等が帰るべき農村を持たなかった時に，い

ったい中国で何が起こるのか。陳錫文氏が20年以上にわたり，日本の農業協同組合に注目

し，(構造改革の妨げになるとの一部わが国経済学者の忠告にもかかわらず)中国においても農

民が自らを護るための組織が必要と主張し続けている背景には，そうした悲惨な状況をど

うしても避けなければならないという強い意志があるように思われる。

新自由主義学派の泰斗であるハイエクですら，市場経済のメカニズムを「絶対的価値」

として教条的に信奉していたのではない。彼は，特定の人間による人為的な介入，計画経

済が市場経済に勝るものではないこと，つまり人為的介入，計画経済との「相対的」評価

として市場の優位性を主張したにすぎない。中国の農業，農村改革には，そうした教条的

な市場化でも，計画経済でもない，新たな道が必要なのであろう。

農民を護るしっかりとしたセーフティネットと合理化へのインセンティブは，ともに不

可欠なものである。たとえ長い時間がかかろうとも，そうしたセーフティネットと合理化

へのインセンティブが相互に影響し，時に対立し，まさに「弁証法」的に解決されていく

以外の道は無いように思われる。

（（株）農林中金総合研究所 取締役基礎研究部長　原　弘平・はらこうへい）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2009年４月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・ロシア・ウクライナ・カザフスタン農業の動向

――農業大国の復活に向けて――

・農業における２つの連携

――大手企業と地域の方向――

・「農村民泊」を軸としたグリーンツーリズム

――大分県宇佐市安心院町の取組み――

・大規模稲作経営の実態と見えてくる課題

・WTO農業交渉の経過と課題

――交渉の暴走に歯止めを――

・酪農・乳業の現状と展望

――酪農経営の悪化と乳業再編――

・米緊急対策以降のコメ政策の動向

――備蓄運営を中心に――

【協同組合】

・集落組織の展開方向

――組織再構築・活性化・新組織の創設――

・欧州協同組合銀行のＣＳＲへの取組み

――本業においてステークホルダーが主体となって――

・総合農協における規模拡大の経営改善効果

・異色の青年部

――JA広島北部青壮年連盟（広島県）――

・生産者，JA，行政が一体となって産地形成

――JA秋田おばこ枝豆部会――

【組合金融】

・2009年度の組合金融の展望

【国内経済金融】

・景気悪化に迅速に対応する岡崎信用金庫

――収入減少した方などへの住宅ローン返済条件変更を

中心に――

・鹿児島銀行における障がい者雇用の取組み

――「かぎんジョブセンターさわやか」の活動を中心に――

・民間金融機関における地方公共団体貸付の動向

【海外経済金融】

・欧州の住宅市場と金融システム

・米国クレジットユニオンの現況と経営戦略－(3)

――学生が運営するジョージタウン大学アラムナイ＆

スチューデント・フェデラル・クレジットユニオン――

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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